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  はじめに
 
  
本稿では、昔話の伝承という問題について、学校図書館で行われている
「語り」として「読み聞かせ」と「素話」を中心に取り上げながら考察していく。
 
 
平成十五年四月から平成十九年三月まで、私は千葉市内の小学校に
館指導員として勤務していた。この図書館指導員という職については後ほど詳しく説明するが、簡単に言うと、小学校（時に中学校）の図書室を管理・運営し、 必要に応じて児童・生徒に読書指導をする 仕事である。
 
 
本稿では、 この四年間に個人的に実践してきたことを踏まえながら、 「学
校図書館」という教育現場と接続した環境で行われる「語り」がどのようなものであるか、そして今後伝承という面でいかなる可能性が期待できるかということについて論じ いくこ にしたい。
 
 １． 「学校図書館」をめぐる動き
 
  
学校図書館における伝承の試みについて論じる前に、まずは学校図書館
をめぐる状況から確認しておきたい。
 
 
近年、子供の読書離れに対する危機意識が高まっている。
 
 
学校読書調査によれば、一ヶ月の間
に全く本を読まない子供の割合
は、小学生で一五％、中学生で五五．三％、高校生にいたっては六九．八％にも上るという。
（１）
そして読書量が減少したことが一因となって、
情操面が欠如した子供が多くなり、いわゆる「キレる」子供が目立つようになってきた、ということさえ指摘されることもある。
 
 
このような現状を鑑みて、行政側は子供の読書量の減少に何とか歯
止めをかけようとする取り組みを行うこととなった。
 
 
平成十二年度が「子ども読書年」とされ、平成十三年に四 二十三
日を「子ども読書の日」 定めたのも、その一環である。この「子ども読書の日」は、聖ゲオルギウスの命日であるサン・ジョルディ 日に由来している。スペイン サルデーニャ地方には、この日に女性が男性 本を送り、男性が女性に赤いバラ（聖ゲオルギウスが倒したドラゴンの血の色にちなむ）を渡すとい 風習 あり これにちなんでこの日が選ばれたのである。以後四月二十三日から五月十二日までは「子ども読書週間」とされ、特に「子ども読書の日」当日につ ては、初年度は各学校で必ず何か関連イベントをするように の指導があったらしい。
 
 
このような動きを受けて、子どもたちが普段利用する機会の多い学
校図書館の果たす役割が従来よりも
注目されるようになったのは、当
然のことであった。
 
 
学校図書館は、 基本的に
「学校の教育課程の展開に寄与するとともに、
児童または生徒の健全な教養を育成すること」を目的とする。
（２）
したが
って学校図書館には、①「学習情報センター」 しての役割、②「読書センター」としての役割、③「教材センター」としての役割が求められることとなり、 ひいては 「生きる力」 を養成 ることが課題とされた。 この 生きる力」の養成につい は、 「調べ学習」が重視され、 「総合的な学習の時間」が導入されたということにも端的に表わされていよう。そのため、これらを受けて①の役割はますます重要なものとなってきている もっ 、小中学校の国語科の学習指導要領によれば、 「楽しんで読書し とする態度を育てる」 「読書に親しみものの見方や考え方を広げようとする態度を育てる」ということも目標と ている で、依然② 役割も重要であということは言うまでもない。
 
 
学校図書館にそのような役割が求められていく中で、そこに置かれる
「人」 についても意識さ ようになってき のは、 当然の流れであった。
 
 
学校図書館法が成立したのは一九五三年のことだが、その時点では、司
書教諭設置の猶予期間は「当分の間」とされていた。 かし 子どもに本を読ませようとする動きが高まる中で、一九九三年三月に「子どもと本出会いの会」が成立 。さらに同年六月には文部省により「学校図書館図書整備新五カ年計画」が策定 れ、 末には国会に「子どもと本 議員連盟」が誕生する運びとなった
に一九九四年の末には「国際子ど
も図書館」設立の動きが本格化し、ついに一九九七年、学校図書館法が改正されることとなる である。 ここに至って初めて、 「当分の間」 とされていた司書教諭設置の猶予期間は、 「平成十五年三月三十一日まで」 と改められた。 だしこの法改正では政令で定める以下の小規模校、つまり十一学級以下の学校は除外されている。
（３）
このように未だ不十分な点があると
はいえ、学校の図書館へ 人の配置が急がれた、つまりは人の重要性が認められたという点で、今回の法改正は評価できるものであった。
 
 
もっとも、学校図書館に求められるべきは「司書教諭」だけではない。
「学校司書」 と呼ばれる存在もまた必要 され 。 「司書教諭」 は法律用語として定着したが、 「学校司書」 という呼称は学校図書館法にはなく、 対応しなければならない現場の必要から生じたポストである
（４）
ため、非常勤
であったり保護者のボランティアに頼っ りと、未だに曖昧な立場に置かれている。本来は司書教諭と学校司書との連携の上で学校図書館が運営されていくのが望ましいとされるが、まだ到底その段階にはたどり着け いというのが自治体の現状であるらしい。
 
 （１）笠原良郎「学校図書館の整備・充実の運動が子ども ちの豊かな未
来をひらく」 （黒沢浩編著 『学校図書館入門
 
―子どもと本と教育をつな
ぐ』草土文化株式会社
 
一九九八年）
 
（２）学校図書館法第二条による
 
（３）笠原良郎、前掲論文
 
（４）森崎震二「学校図書館を支える司書教諭と学校司書」 （黒沢浩、前掲
書）
 
  ２．千葉市の小学校図書館指導員制度
 
  
では、学校図書館をめぐってこのような動きが起こっている中で、千葉
市においてはどのような対応が行われたのであろうか。
 
 
千葉市の小中学校図書館には、図書館指導員（以下「指導員」 ）と呼ばれ
る職員が配置され いる。身分は地方公務員の非常勤嘱託職員であり、契約は一年ごとに更新される。これがいわゆる「学校司書」に相当する職員であるが、指導員の誰もが必ずしも司書、あるいは司書教諭の資格を有しているというわけではない。
 
図書館指導員は毎年二月に募集要項が配布されるが、そこに記載されて
いる応募資格によれば 図書館司書
のみならず小・中・高等学校の教員免
許でも選考試験の受験は可能とされて る。実際、選考に際して行われる筆記試験でも、図書館関係だけでなく教育関係の分野からも出題されており、指導員に求められているのが図書館職員として 専門性だけではないということがうかがえよう。
 
 
初めてこの制度が導入された平成八年度は、 中央・花見川・美浜・稲毛・
若葉・緑の各区に一名ずつ、それも中学
校に配置されていた。しかし、平
成九年度には各区に二名ずつとなり、さらに平成十年度に 拠点校 小学校に移されて三十六名の指導員が配置さ 、全小学校への配置を目指すこ
ととなった。そして平成十一年度には七十六名、平成十二年度には百十八名となり、最終的に平成十三年度には新設校一校を含む市内の百十九校すべてに配置が完了したのである。
 
指導員は月に一定の割合で管轄区の中学校も巡回するが、基本的には配
属された小学校を拠点校と て職務を行う。なお、教員を含めた他の学校職員とは異なり、基本的に最長三年で異動となる。
 
さて、指導員の仕事であるが、大きく分けて①学校図書館の運営管理的
職務に関すること
 
②教育的職務に関すること
 
③地域・家庭との連携に
関すること
 
の三つに分かれる。
 
それぞれの職務の具体的な内容は、次の通りである。
 
 
①
 
学校図書館の運営管理的職務に関すること
 
ａ．選書・図書購入計画立案資料作成補助
 
ｂ．図書館利用状況に関する記録
 
ｃ．図書整理（整備、配架、配列等）
 
ｄ．図書館の環境整備
 
ｅ．広報活動（図書館だより発行等）
 
ｆ．その他必要な事項
 
 
②
 
教育的職務に関すること
 
ａ．読書相談や読書案内
 
ｂ．学習指導に必要な図書の準備・収集
 
ｃ．読書に関する行事（読書祭等）の実施補助
 
ｄ．図書委員会活動の指導補助
 
ｅ．その他必要な事項
 
 
③
 
地域・家庭との連携に関すること
 
ａ．読書活動の啓発（広報）活動
 
ｂ．読書会、ボランティア活動の推進
 
ｃ．その他必要な事項
 
  
以上が千葉市の小中学校図書館における動きとその活動内容である。た
だし、学校の規模や方針によって、多少の違いがある。
 
  ３． 「読み聞かせ」と「素話」
 
  
では、このような状況の中で、学校図書館においてはいかなる「語り」
が行われうるのだろうか。
 
この問題について、本稿では、指導員の最も基本的な仕事の一つであ
「読み聞かせ」と、 「語り」について考えていく上で参考となる「素話」を特に例として取り上げながら、他の指導員や私自身の経験も交えて考えていくことにする。
 
 
ａ．読み聞かせ
 
  
まずは、 「読み聞かせ」 がどのように行われているかということについて
触れておく。
 
 
先ほども触れたように、 「読み聞かせ」 は指導員の最も基本的な仕事の一
つである。学校にもよるだろうが、私の勤務していた学校の場合、読書の時間として図書室を利用す 時間がクラスごとに割り当てられており その授業の最初、あるいは最後に、約十分前後で終えられる本を読み聞かせている。ただし、図書室の利用時間が割り振られていても、実際に図書室に来 読書の を取るかどうかは担任の判断に委ねられ いる。 つまり、様々な事情によって読書の時間は別の活動 振り替え やすく、特に学習内容が多くなる五、六年生は、読書 時間を確保すること自体が難しくなるのである。したがって、 み聞かせの対象 、基本的に一年生から四年生となる。
 
 
読み聞かせで用いられる本は、基本的に絵本であることが多い。短くま
とめられており、そこに描かれている絵で子供たちを簡単 物語世界に引きつけることができるからである。
 
実際、 「読み聞かせに向く本」 について紹介している 、 いは公共図
書館などで作成されたリストは多く存在するが、そのような本を選ぶ基準としては、次のような点が挙げられている。
 
 
・大きさがあり、後ろの子どもからも絵がよく見えること
 
・絵と文の割合がちょうど良い
 
・お話の進み具合と絵の場面が合っていること
 
・お話に起承転結があること
 
・結末は「よかったね」で終わるもの
 
  
そして、このような基準で選ばれた本を実際に声に出して読む指導員自
身には、年度最初の研修で「読み聞かせのコツ」が指導されるのである。
 
それによれば、本を読むときは、基本的に抑揚 つけずに淡々と読むべ
きであるとされている。あまり声優ばりの演技をしてしまうと、子供たちの関心がそちら 向いてしまい、 「読み聞かせ」 楽しむことはできても話の内容そのものを楽しむことはできなくなってしまうとされ いるからある。
 
 
なお、読み聞かせの方法としては、単純に上記の基準で選ばれた本を、
絵を見せながら読むということだけしかないわけでは い。他の方法としては、 「パネルシアター」というものがある。これは、フランネル地のパネルに切り抜いた絵を話の展開に応じて次々に貼り変えていくという方法である。同様に 蛍光素材を使って暗 中で行う「ブラックシアター」や、パネルの代わり エプロン 用いる「エプロンシアター」というものもある。
 
 
その他にも、大型絵本というものも存在する。これは、一般的に人気の
ある絵本をそのまま拡大したものである。この絵本で 、本文は通常版同じように絵と共に書かれているが、読み手はそ 大きさゆえに絵本その
ものに書かれている文章を読むことが困難であるため、絵本のページに対応した別添えのテキストを読むことになる。
 
 
私の場合、この大型絵本を利用して読み聞かせを行ったことが一度だけ
あった。第一章でもふれた子ども読書の日の行事としておはなし会を開いた際に、 「おなじみの話をちがう形で」
ということで大型絵本版の 『はじめ
てのおつかい』
（１）
を読んだのである。おはなし会自体は自由参加であっ
たために人数こそ少なかったが、こ に対する子供たち 反応は非常によいものだった。再び読んでもらいたいというリクエストも出たため、この本を一年生のクラスから順に回すことに
もなったほどである。もっとも、
読み手となる先生方の都合もあって、残念ながら全クラスには回りきらなかったらしい。しかしこ 一件は、これまで述べてきた読み聞かせの心得などとも合わせて考えてみると、次のような傾向を浮き彫りにす 。
 
 
それは、常に視覚的な効果に訴えながら話が発信されているということ
である。
 
子どもたちは、基本的に話を聞くことを好む。低学年に行くほど、その
傾向は顕著である。
 
しかしそこには、常に子供たちを本の世界に引きつけるための媒体とな
る絵・画像が存在する。特にパネルシアターや大型絵本など通常とは異なる媒介を用いた話では、関心の引き付け具合も異なる である。
 
 ｂ．素話
 
 
一方、素話ではどうだろうか。
 
 
素話は「語り」 「おはなし」 「ストーリーテリング」とも呼ばれるが、聞
き手に絵を見せず、自身も本を読まずに、ただ話を語るだけという方法である。
 
 
しかし、この 、同じ「語り」でもいわゆる〟囲炉裏端で語られる
ような昔話の語り〟
 とは全くちがう。 なぜなら、 そこには前提として素話
用のテキストが存在するからである。
 
『おはなしのろうそく』
（２）
など、素話用に編纂されたテキストはいくつ
か存在する。そして語り手（主に図書館の児童コーナーの職員）は、それらのテキストの中から自分の好きな話を選び、 そのまま暗記する人が多い。
 
 
だが実際のところ、知り合いの指導員数人に確認した限りで 、普段の
仕事の中で素話をする指導員は少ない。その理由は、総じて「話を覚え暇がないから」としてい 。一つ二つ ら自分 持ち話とでも言うべき話がある 、それ以上 なると、普段の仕事に追われてレパートリーを増やせないという事情が背景にあ 。
 
 
ところで、先ほど「素話はテキストを暗記して語る」と述べた。つまり
指導員を含め、素話をする人たちの「持ち話」とは、あらかじめ素話用のお話集に書かれてある 覚えたもので
あって、自分たちがかつて聞いた
ものを再現したり覚えているあらすじをもとに自ら 言葉で語ったりするというものではないということで る。 実際、 『おはなしのろうそく』 を編纂した東京子ども図書館では、書かれてあることをそのまま語ることを推奨している。そ テキストが、もとも そのまま語れるように洗練されて
いるから、というのが理由である。
 
 
なお、指導員の研修の項目に「素話」はない。読み聞かせに向いた絵本
のリストなどが存在することは先にも述べたが、素話については『おはなしのろうそく』などを覚えればよいと勧
められる、あるいは年中行事に関
係した昔話を知っておけばそれに したことはないと言われる程度で、ほとんど意識化されてい いのである。
 
 
とはいえ、素話そのものの長所が全く無視されているというわけではな
い。
 
 
素話は、文章を追うことがない分語り手の目が聞き手の方へと向けられ
るし、 見せる絵がない分聞き手の目が語り手の方へと向けられる。 つまり、そこには語り手と聞き手との視線の交流が生まれる。さらに、お互いの目を見る分、 聞き手である子供たちが話に集中する度合いがちが であ
 
 （１）筒井頼子作『 じめてのおつか 』 （福音館書店
 
一九七七年）
 
（２）東京子ども図書館編『おはなしのろうそく』 （東京子ども図書館）
 
  ４．学校図書館における「語り」
 
―聞き手との駆け引きの中から生まれ
るもの―
 
  
以上、 「読み聞かせ」と「素話」について見てきた。今一度確認しておく
と、両者の最大のちがいは、話の発信者（読み手・語り手）と聞き手 の
間に視線の交流が生まれるか否かということである。
 
 
まず読み聞かせであるが、その際指導員が意識することとして、決して
本文を追うことだけにとらわれずに子供たちの表情、目を見ながら読むということがあげられている。そうすることで、読み聞かせる指導員 聞き手である子供たちの様子を見なが 、多少読む速度を変えたり、場合によっては話を端折っ りもすることもある。
 
しかし、この時子供たちが見ているのは、指導員ではなく提示された絵
であることが多い。中には、絵を見 さえせず、退屈そうにそっぽを向いてい 子供もいる そのどちらにしたところで、読み手と聞き手の視線が交わされ はな つまり 話は読み手から聞き手への一方通行でしかない。
 
 
それに対し素話は、 先ほども述べたように視線を向け 対象がないため、
聞き手の視線が語り手に集中する。語り手自身も文章を追う必要がないので、 目だけを見て語ることが可能なのである。
 
 
私自身の場合、正式に素話と言えるまで洗練されている持ち話はない。
しかし、自分がかつて聞いた怪談や、その他いくつか 昔話ならば、読書の時間に限らず語ったことがある。
 
その際実感したことは、 やはり単なる読み聞かせよりも語りのみの方が、
聞き手の手ごたえを感じるということであった。それは先ほども述べたように、 媒介となっている本がない分語り手と聞き との間で視線が結ばれ、子どもたちが集中している様子が伝わってくる らである。
 
さらに、私の場合もともと底本となるテキストがないので、 き手の反
応を見て興に乗っているようであれば情景・心情描写などを詳しく語ったり、話の展開に焦れたようであれば簡単な説明で済ませたりと、臨機応変に語 を変えている。そこでは、聞き手との暗黙の駆け引きが読み聞かせよりも顕著に行われ いるように思える。
 
経験年数が長い知り合いの指導員も、やはりこうした素話の効果を認め
ている。彼女の持ち話は基本的にテキストをそのまま暗記したものであるが、自分のテンポやリズムで話しやすい 多少言い回しなどを変えているという。
 
そして彼女の場合、素話をするのに一番必要なのはイメージ喚起力だと
している。情景・人物 息遣いを自分の中に十分 イメージし、それを外に向かって表現する力こそが重要だという である。
 
 
また、話の途中で周りの情景をその場に応じて取り入れるということも
あるらしい。例えば聞き手である子供を話の中に登場させたり、物干し竿売りの車が通りか た時に「竿や～竿竹～」という売り文句をそのまま話の中に入れて まったりしたことも という。そういった話はその場限りであり、後か 再現しようとしても きないと は言 。しか 、こうした語りが子供たちからは非常に好評であった こ は言うまでもない。 彼女自身もまた、 「時間と場を共有したという実感 を得られ と話している
 
  ５．おわりに
 
―伝承の場としての学校図書館の可能性
 
  
以上、 学校図書館における 「語り」 を考えるために、 「読み聞かせ」 と 「素
話」というものを見てきた。
 
 
学校図書館、 あるいは公立図書館の児童書コーナーにおける話の発信は、
圧倒的に読み聞かせ、 つまり視覚効果も合わせた話で提供することが多い。しかし、声のみの話が子供たちの興味を引かないわけではないということは、今までに述べたとおりである。
 
 
では、以上のことを踏まえて、昔話の伝承の場としての学校図書館の可
能性について考えておきたい。
 
 
現在子どもたちが昔話と出会う場としては、幼稚園・保育園・ 館・
図書館・文庫など地域の諸施設が上げられる。核家族化・両親の就労などによって家庭内での語りが行われることは少なくなり、そういった場所に自然と委ねられてしまったのである。
（１）
 
とはいえ、絵本であれ少し分厚い昔話集であれ、子どもが自主的に昔話
の本を手に取るということはほとんどない。一方語り手の方は 自身が語り聞かされてきた話を持たないということが圧倒的に多く、先ほどから述べているように本から 仕入れなくてはなら くなる。つまり、こ した語り手の話はいわば二次的な語りであっ 、純粋に前の世代から口承で受け継がれ きた昔話とは自然と性質が異 る。 特に昔話の場合、 「子ども向け」であるということを意識して残虐性 削除されて る場合も多い。
 
 
こうしてみると、図書館で行われる昔話の伝承は、昔話を知らない者同
士の間に起こる新たな伝承の形であるよう 思われる。自ら 内 伝承さ
れている話をもたない語り手はそれを本に求め、 子どもたちに伝えていく。そうした話が一部の子どもたちの中に蓄積され、将来新たな語り手を生み出すということはありうるだろう。
 
 
ただしその場合、あらかじめ「本（絵本） 」というテキストがある以上、
その本の執筆者が特に意識しない限り、地域性が薄れ、話が画一化されてしまうということは避けられない。テキストに忠実に語ろうとすればするほどそれは起こる。 「図書館等の公共 場に、 舞台にとひ がった現代の多様な語りは、 文字に発したことによって生まれた昔話の新しい環境が、 『伝承』というモデルをもたないことに因って誕生させたもの」
（２）
という如
月六日氏の言葉は、的 射ている。
 
 
語り手自身が自らの内に蓄えてきた話を持たない以上、 本から仕入れる、
あるいは語り手として活躍している人から教わると うのは、もはや仕方がない。となれば、今後の昔話の伝承という問題について 、語り手がどのテキストを出典としている か、それを自分の中でど 語り変えてのか （あるいはいないのか） 、 それを聞いた子どもは の話をど 覚えているのか、ということにも注意を払っていく必要があるだろう。
 
 
映像文化の中で育った子どもたちに対して、話の発信は常に視覚効果に
訴える方法で行われてきた。しかし、聴覚のみに語りかける方法も、決して受け入れられない けではない。
 
 
学校図書館は、 「本を読む」 場所であると同時に、 子どもたちが最も身近
に「話を聞く」ことができる場でもある この新たな伝承の可能性を有した場で、子どもたちが「読む楽しみ」だけでなく「聞く楽しみ」にも出会
えることを願っている。
 
 （１）
 佐藤涼子 「昔話と子どもたちの幸せな出会いを願って」 （日本昔話学会編『昔話―研究 資料―三十号
 
昔話と子育て―二一世紀の
子ども観を描くために』二〇〇二年
 
三弥井書店）
 
（２）
 如月六日「現代の語り手と昔話」 （日本昔話学会編『昔話―研究と資料―第二七号
 
現代語り手論』一九九九年
 
三弥井書店）
 
 
